
　インバウンド（訪日外国人旅行）の増加や近年の円安による国内
旅行回帰により、都市圏においては宿泊施設の不足が大きな問題と
なっている。滋賀県内においても、直近のホテル客室稼働率が予約
をとりにくいとされる80％を超えるなど、一部では宿泊施設不足が
発生しているものと考えられる。
　図はホテル・旅館客室数および延べ宿泊者10万人当たりの客室
数の推移を表したものだ。直近2014年のホテルと旅館を合わせた
客室数は１万4,900室で、07年との比較で2,274室の増加となっ
た。内訳をみると旅館は07年との比較で330室の減少。一方、ホテ
ルについては2,604室の増加となり大きな伸びをみせた。
　延べ宿泊者10万人当たりのホテル・旅館客室数をみると、延べ宿
泊者数が大きく増加に転じた10年頃より大きく低下し、直近の14年
では322室となった。これは全国平均（326室）を下回り、全国でも
37位の低水準だ。県内の宿泊者数は足元でも増加基調にあり、水準
はさらに低下しているものと推察され、県内においても大都市同様

に宿泊施設の確保が課題となりつつある。
　旺盛なインバウンド需要の取り込みや、24年の国体へ向け、政府が
ルールづくりを進める民泊等も含め宿泊施設の整備が求められる。

しがぎん経済文化センター　𠮷川 友

　昨今、マスメディアや普段の会話で「女性活躍」という言葉をしば

しば耳にします。ＮＨＫの大河ドラマや連続テレビ小説では、篤姫、

新島八重、杉文、広岡浅子など明治時代を生きた女性が政治・経

済・教育など、さまざまな分野で活躍する姿が鮮やかに描かれてい

ます。明治維新という激動の時代を乗り越え、今日の日本に影響を

与えたヒロインたちの活躍は、現代に生きる私たちに勇気や希望を

与えてくれました。

　いずれの女性も開拓者精神に富み、傑出した行動力とその意識

の高さには目を見張るものがありますが、封建的な時代にあって、

彼女たちの行動を受け入れる「土壌」が当時の社会にあったことに

も驚きを覚えます。事実として、近代国家を目指したこの時代には、

そのほかにも多くの女性が活躍しています。

　現在の日本社会は、急速な少子高齢化と人口減少により、経済・

財政・福祉・教育など、さまざまな社会的課題を抱えており、その課

題克服のためには、女性や高齢者、障がい者など多様な人材の活

用・活躍が欠かせません。政府も本年４月施行の「女性活躍推進法」

を成長戦略の柱に位置付けるなど、女性活躍の場を広げようとの社

会的機運も高まってきました。

　私たちの周りにも、結婚、子育て、介護を乗り越えて、活躍される

女性が増えています。あえて「土壌」を作らなくても良いのでは、と

いった議論もありますが、女性のライフイベントを踏まえたさらな

る態勢整備と機会均等への理解が必要です。明治維新で女性が活

躍したように、女性の個性と能力が十分に発揮できる社会の実現

こそが、日本成長の“エンジン”となる、と考える次第です。
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「明治維新の女性活躍」
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ホテル・旅館客室数推移

宿泊施設確保が今後の課題に
～客室数の増加を上回る宿泊需要～

　当行は１月18日、「ユニセフ外国コイン」贈呈式を開催しま

した。旅行や出張等で海外に行かれたお客さまから募金いた

だいた外国コイン35.6㎏を、世界の子どもたちに役立ててい

ただくため、公益財団法人滋賀県国際協会を通して公益財団

法人日本ユニセフ協会へ寄贈しました。

　これは社会貢献活動の一環として、全店の店頭に「ユニセフ

外国コイン募金箱」を設置して、ご来店いただいたお客さまを対

象に募金活動を実施し、集まったものです（実施期間：2014年

７月１日～９月30日、2015年７月１日～９月30日）。

　日本ユニセフ協会に集められた外国コインは、世界150以上

の国と地域で、安全な飲み水や衛生施設の普及、初等教育の

普及、過酷な状況下にある子どもの保護、緊急救援などの活動

に大切に使われます。ご協力いただいたお客さまのご厚意に感

謝いたします。誠にありがとうございました。

　当行は、CSR（企業の社会的責任）を「社会の持続可能な発

展のために、社会の一員である当行が果たすべき責任」と位置

付け、「環境」「福祉」「文化」を３本柱としたCSR活動を今後も

展開してまいります。

「ユニセフ外国コイン」35.6㎏を贈呈
～全店で募金活動を展開～

　創業は寛政末期（1800年頃）。２００年以上脈々と受け継がれてき
た伝統の技で醤油造りを続けているのが、愛知郡愛荘町にある丸中
醤油株式会社だ。江戸時代後期に建てられた「大蔵」をはじめ、今も
使われている同社の蔵は、国の登録有形文化財に指定されている。
　その蔵で約３年かけて熟成され、出来上がるのが「丸中醸造醤油」
だ。「時間をかけるものこそ価値がある」と断言する中居社長は、「古
式製法」という自然の営みに任せた醤油造りを続けている。３年熟成
を基本に、温度管理を一切せず、蔵人の五感と江戸時代から蔵に棲

みつく醸造菌により醤油を“育んで”いる。
　その工程は、麹を塩水に漬けこむ際に吊るした袋に塩を入れ少し
ずつ時間をかけて溶かす「塩吊り」という同社独自の製法や、「舟絞
り」といわれる袋の重みでもろみから醤油を搾り出していく製法等、
代々受け継がれてきた伝統の技のみを用いている。
　時間をかけて醸造された醤油は味わい深い旨みと香りに優れ、さ
まざまな料理を引き立たせると、有名料理人等も絶賛。古来の製法
を守り、この味を造り続けてほしいとの声が寄せられる。

伝統の技が織りなす極上醤油
約３年かけて“育てる”
「丸中醸造醤油」
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■本社／滋賀県愛知郡愛荘町東出229
■設立／1968（昭和43）年
■代表／中居 真和
■従業員数／９名
■事業内容／醤油の製造販売、醤油加工製品の製造販売、調味用食品の販売
■問い合わせ先／TEL：0749-37-2719　■URL／http://www.s-marunaka.com/

会社DATA 丸中醤油株式会社

こうじ

大道頭取（左）から（公財）滋賀県国際協会 甲斐常務理事（右）へ、目録と外国コインが
贈呈されました

ホテル・旅館客室数および延べ宿泊者10万人当たり客室数の推移
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資料：厚生労働省「衛生行政報告例」
　　  観光庁「宿泊旅行統計調査」
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